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韓
国
普
覚
国
師
の
死
生
観

―
普覚

の
碑
銘
を
中
心
と
し
て
―

朴

相

俊

高
麗
普
覚
は
生
死
を
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
を
検
討
し
た
い
。

こ
れ
は
普
覚
の
思
想
の
全
般
を
研
究
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
彼
の

著
述
全
体

か
ら
み
る
死
生
観
を
解
明
す
る
こ
と
で
も
な
い
。
た
だ
普
覚

の
碑
銘

か
ら
み
た
死
生
観
の
み
を
、
従
来
放
置
さ
れ
て
き
た
精
神
史
の

立
場
か
ら
照
射
す
る
の
で
あ

る
。
「生

死
を

み
る
教
義
観
」
「対
世
間

観
」
「対
内
照
観
」
の
三
論
点
を
設
定
し
た
い
。

ま
ず
生
死
を
み
る
教
義
観
に
つ
い
て
の
検
討
か
ら
始
め
る
。
生
死
の

縁
起
を
原
点
と
し
て
釈
尊
が
発
見
し
た
悟
り
と
い
う
自
己
発
見

の
こ
と

を

「原
点

の
発
見
」
と
い
う
こ
と
に
す
る
。
ま
た
普
覚
が
自
分
な
り
に

発
見
し
た
悟
り
と
い
う
こ
と
を

「原
点

の
再
発
見
」
と
命
名
す
る
。
こ

こ
で
釈
尊
と
普
覚
が
追
求
し
た
共
通
関
心
の
部
分
は
生
死
の
縁
起
と
い

う
原
点
と

い
え
よ
う
。

普
覚
の
悟
り
は
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。
丁
酉

(高
宗
二
四
、

一
二
三
七

年
)
無
住
庵
で

「
生
界
不
減

仏
界
不
増
」
と

い
う
公
案
を
参
究
し
参

禅
し
た
あ
る
時
、
突
然
に
悟
り
が
あ

っ
て
、
「吾
今
日

乃
知
三
界
如
幻

夢
見
大
地
無
繊
毫
凝

(碑
銘
)」
と
い
う
悟
道
頚
を
残
し
た
。
こ
の
悟
道

の
深
浅
と
は
関
係
な
く
こ
こ
で
表
現
さ
れ
た
こ
と
の
み
を
み
て
釈
尊
が

自
分
の
心
を
発
見
し
た
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
普
覚
が
自
分
の
心
を
発
見

し
た
と
言

っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
と
思
う
。

こ
こ
に
お
い
て
自
分
が
想
い
描
く
理
想
に
向
け
て
日
常
的
な
次
元
か

ら
非
日
常
的
な
次
元

へ
飛
躍
な
い
し
深
化
し
た
と
理
解
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
普
覚
が
再
発
見
し
た
の
は
生
死
の
縁
起
と
い
う
原
点
の
発
見
の

よ
う
に
時
間
と
空
間
の
息
づ
ま
る
よ
う
な
、
束
縛
を
離
れ
て
意
識
の
内

外
に
無
限
の
可
能
な
精
神
世
界
を
発
見
し
迷
い
煩
悩
が
な
く
な

っ
た
と

い
え
よ
う
。

そ
の
結
果
、
そ
の
喜
び
の
精
神
現
象
の
表
出
と
し
て
そ
れ
を
悟
道
頚

に
表
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
そ
の
基
点
以
前
ま
で
生
界
不
減

仏
界
不
増
と
い
う
思
想
を
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知

っ
て

い
る
こ
と
を
彼
の
精
神
爆
発

(悟
り
)
に
よ

っ
て
、
釈

尊
が

体

験
し
た

こ
と
を
彼
な
り
に
追
体
験
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
体
験
し

た
こ
と

は
精
神
爆
発
以
前
に
知

っ
て
い
る
解
悟
と
体
験
以
後
の
得
悟
と

い
う
こ
と
を
明
瞭
に
区
別
し
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
普
覚
の
得
悟
と
い
う

の
は
生

死
の
原
点
の
再
発
見
で
あ
り
、勿
論
、得
悟
と
い
う
の
は
釈
尊
が

得
悟
し
た
生
死
縁
起
の
原
点

の
発
見
を
い
う
。
こ
こ
で
そ
の
解
明
の
た

め
に
普
覚
が
臨
終
の
時
に
試
み
た
、
あ
る
僧
と
の
問
答
を
紹
介
す
る
。

釋
尊示
滅
於
鶴
林
。
和
尚
歸
眞
於
麟
嶺
。
未
審
相
去
多
少
。
拮

柱
杖
卓

一

下
云
。
相
、去
、多
、少
、。
(碑
銘
)

と
い
う
よ
う
に
、
釈
尊
が
鶴
林
で
示
滅
さ
れ
和
尚
は
麟
嶺
で
帰
真
さ
れ

る
の
で
あ
る
が
相
互
に
多
少
を
去

っ
た
こ
と
に
疑
い
が
生
ず
る
。
こ
れ

に
対
し
て
普
覚

は
相
互
に
多
少
を
去

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

上
述
す
る
と
こ
ろ
に
よ

っ
て
釈
尊
の
死
と
普
覚
自
信
の
死
が
同
じ
で

あ
る

(
同
量
)
こ
と
を
あ
ら
わ
し

て
い
る
。
そ
れ
は
生
界
不
減

仏
界

不
増
と

い
う
思
想
を
貫
通
し
て
い
る
骨
格
で
も
あ
る
。
生
死
の
原
点
を

再
発
見

し
た
ら
釈
尊
と
ま

っ
た
く
同
じ
で
あ

っ
た
、
と
い
う

の
が
普
覚

の
死
生
観
の
教
義
的
観
点
で
あ
り
、
と
く
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

二

次
は
、
対
世
間
観
で
あ
る
。
普
覚

の
原
点
の
再
発
見
を
基
点
に
そ
れ

以
前
と
以
後
の
彼
の
思
想
を
比
較
考
察
し
よ
う
。
ま
ず

そ

の
以

前

に

は
、
「
年
甫
九
歳
。
(略
)
有
時
。
危
、坐
、
盡
、
タ
、。
人
異
之
。」
「遊
、歴
、
禅
、
肆
、

。」

韓
国
普
覚
国
師
の
死
生
観

(朴
)

「
包
山
寳
幢
庵
。
心
在
禅
観
。
(碑
銘
)」
と
い
う
よ
う
に
参
禅
を
中
心
に

修
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
後
、
丙
申

(高
宗
二
三
、

一
二
三
六
年
)
秋

に
蒙
古
兵
が
侵
入
し

た
時
、
普
覚
は
戦
乱
を
避
け
よ
う
と
文
殊
菩
薩
の
五
字
呪
を
念
じ
、
感

応
あ
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
忽
ち
壁

の
間
か
ら
文

殊
菩
薩
が
現
身
し
て

「無
住
庵
」
と
い
っ
た
。
そ
し
て
普
覚
は
避
難
の

地
と
し
て
妙
門
庵
を
経
て
無
住
庵
に
行

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
宗
教
的
側
面
か
ら

み
る
と

凡
人
が
対
冥
界

(文
殊
菩
薩
)
に

対
す
る
宗
教
的
行
儀
で
あ
り
、
生
命
の
本
能
的
行
儀
と
も
い
え
よ
う
。

そ
れ
に
対
す
る
宗
教
的
感
応
を
も
窺
え
る
。
勿
論
、
社
会
的
側
面
か
ら

み
る
と
客
観
的
批
評
や
非
難
も
可
能
で
あ
り
、
こ
こ
で
理
想
と
現
実

の

矛
盾
や
乖
離
が
発
す
る
。

そ
の

一
年
後
、
無
住
庵
で
過
去
の
煩
悩

の
中
で
喘
ぐ
自
身
を
自
覚
と

共
に
自
己
を
発
見
し
た
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
。
こ
れ
が

新
し
い
生
命
の
誕
生
と
も
い
え
よ
う
。

そ
し
て
高
麗
忠
烈
王
は

「請
行
闔
國
尊
師
之
禮
。
師
上
表
固
讓
。
上

從
遺
使
。
牢
該
至
三
。
傍
命
上
將
軍
羅
裕
等
。
冊
為
國
尊
號
圓
怪
沖
照
。

(略
)
師
素
不
楽
京
輦
。
又
以
母
老
。
乞
還
舊
山
。
餅
意
甚
切
。
(碑
銘
)」

と
い
う
よ
う
に
王
は
普
覚
国
師
が
自
分
の
周

り

に
い
る
事
を
願

っ
た

が
、
普
覚
は
世
間
的
な
名
誉
と
名
利
も
そ
れ

ほ
ど
重
要
視
し
な
か
っ
た

し
、
出
家
沙
門
と
し
て
親
族

(母
)
の
縁
を
切
る
と
い
う
慣
例
を
も
無

視
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
推
察
さ
れ
る
の
は
当
時

の
僧
侶
と
し
て
規
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韓
国
普

覚
国
師

の
死
生
観

(朴
)

則
を
破
る
こ
と
を
批
難
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
普
覚
の
対
世

間
意
識

と
自
己
認
識
の
特
色
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が

っ
て
原
点

の
再
発
見
以
後

の
普
覚
は
世
間

的
な

結
縛

を
離

れ
、
僧
侶
生
活

の
慣
例
に
も
無
執
着
と
い
る
思
想
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ

れ
が
彼

の
二
番
目
の
特
色
で
あ
る
。

三

最
後

に
対
内
照
観
で
あ
る
。
臨
終
時

の
禅
問
答
に
は
普
覚

の
死
生
観

が
集
約

し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

「伊
歴
則

。
今
古
鷹

無
墜
。
分
明
在
目
前
。
師
又
卓

一
下
云
。
分
、明
、在
、目
、前
、。
」

「
和
尚

百
年
後

。
所
須
何

物
。
師
云
。
只
、遮
、箇
、。
」

「
又
有
僧
問
和
尚
。

在
世

如
無
世
。
視
身
如
無
身
。
何
妨
住
世
韓
大
法
輪
。
師
云
。
隨
、
處
、
作
、佛
、事
、。」

(碑
銘
)

と
い
う

よ
う
に

一
般
的
に
み
え
る
死
の
直
前

の
反
省
、
懺

悔
な
い
し
願

望
な
ど

よ
り

「現
・今
・即
・絶
・対
・」
と
い
う
思
想
が
濃
厚
に
み
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う

に
死
に
対
す
る
恐
れ
も
な
く
、
死
後

の
未
知

の
世
界
に
対
す
る

恐
怖
か
ら
く
る
忌
避
意
識
も
全
然
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ

は

死
後

の
世

界

・
存
在
に
対
す
る
確
信
と
自
信
の
思
想
的
淵
源
の
表
出
で
あ

っ
た
。

ま
た
は
生
死
に
対
す
る
対
応
を
指
摘
し
た
い
。
普
覚
の
死
生
観
を
通
じ

て
当
時
韓
国
仏
教
の
時
代
精
神
の
死
生
観
の
底
流

の
本
音
を
知
る
こ
と

が
で
き

る
。

三
つ
目
に

「
分
明
在
目
前
」
「
只
遮
箇
」
「随
處
作
佛
事
」
が
彼
の
死

生
観
を
圧
縮
し
て
表
現
し
た
思
想
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
で
明
証
さ
れ
た
三
論
点
の
解
明
を
ま
と
め
て
結
論
と
す

る
。
生
死
の
原
点
の
再
発
見
は
、
釈
尊
と
ま

っ
た
く
同
じ
で
あ
る
と
い

う
の
が
普
覚
の
死
生
観
で
あ
る
。
原
点
発
見
以
後
の
普
覚
は
、
世
間
的

な
結
縛
を
離
れ
、
僧
侶
生
活
の
慣
例
に
も
執
着
し
な
い
と
い
う
思
想
が

見
ら
れ
の
で
あ
る
。
三

つ
目
に
生

死
観

の
根

源

を

「分
明
在
目
前
」

「只
遮
箇
」
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
生
死
の
焦
点

を

「随
庭
作

佛
事
」
と
表
現
し
た
。
従

っ
て
表
層
か
ら
基
底
に
向
け
て
生
死
の
機
能

的
側
面
を
推
察
し
た
結
果
、
普
覚
は

「
生
死
体
得
の
真
人
」
で
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
私
は
特
色
あ
る
教
義
的
理
論
も
重
要
な
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
理
論
の
体
験
か
ら
表
出
さ
れ
る
普
覚
の
生
死
観
と
共

に
臨
終
直
前
の
余
裕

・
安
楽
そ
し
て
無
心
は
我
々
に
対
す
る
死

へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に
高
麗
禪
僧
の
代
表
的
な
普
覚
が
如
実
に
示
す
死
生
観
の
実

例
を
通
じ
て
、
当
時
韓
国
仏
教
禪
僧

の
死
に
対
す
る
潜
在
意
識
が
顕
現

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
韓
国
仏
教
精
神
史
の
立
場
か
ら
み
る
死
生
観
の

研
究
は
、
韓
国
仏
教
精
神
史
の
深
層
を
新
た
な
側
面
か
ら
と
ら
え
よ
う

と
す
る
試
み
な
の
で
あ
る
。

1

崔
南
善
編

「
普覚
国
尊
碑
銘
」
『三
国
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事
』
瑞
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六
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生
界
不
滅

仏

界
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、
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事(佛
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院
)
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